
自分の思いや考えを表現し課題解決しようとする(語り場 学び場 麻生中)

学校だより「輝く麻生中」第10号に掲載がありました、「集団活動の中で、多くの人と
かかわり、つながりながら『全体をみて 判断し 行動できる』リーダーシップ、サブリ
ーダーシップ、フォロワーシップを大切にし、身に付けていくこと」について、麻生中学
校の生徒は、体育祭全体練習、団練習において、自らの役割を責任をもって、果たそうと
する姿が見られます。生徒が主体となってガイダンス機能の充実を図り、全体をみて判断
し、全体に伝わるようにわかりやすく協議内容や方法を伝えています。
その結果、生徒は主体的に課題を発見し、自分の思いや考えを表現しながら協議し合い

課題を解決しています。
健康・安全に留意しながら体育祭の成功に向け活動できるよう支援してまいります。

学級活動等において生徒を犯罪から守るために「きょうはイカのおすし」について話をしていま
す。保護者の皆様におかれましては引き続き生徒の安全な登下校の確保に向けて交通安全、不審
者対応への日常的な声かけ、登下校中の見守り等にご理解とご協力をお願い申し上げます。

きょ＝知らない人や危険な場所からは、きょりをとる（つかまれないきょり）
う＝うしろに気をつける
は＝はやめに帰る
イカ＝行かない（知らない人にはついて行かない）
の＝乗らない（知らない人の車に乗らない）
お＝大声をあげる（「助けてー！」と大声を出す）
す＝すぐ逃げる（怪しいと感じたらすぐ逃げる）
し＝しらせる

（不審者や犯人の特徴などを家の人や、警察、学校に知らせる）

麻生中学校にツバメが巣をつくりました。ツバメの巣づくりは、その
家や地域にとって縁起がいいとされています。ツバメは害虫を食べ豊作
を招き、安全な環境で巣作りをすることで、その家に幸せが訪れると信
じられてきたそうです。そして、ツバメは、優しい人がいる場所に巣作
りをするという言い伝えもあるそうです。生徒にとって麻生中が「思い
やり行動」が、多く生まれる安全・安心な場所となるよう環境を整えてまいります。
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豊 かな こころ
「楽しい体験・集団活動のある学校」


